
書式第 8号 (法第 10条・第 25条関係)

設立・定款変更用

令和 5年度 事 業 計 画 書

特定非営利活動法人 小平アグリクラブ
1 事業実施の方針
法人設立を機にこれまで行ってきた活動を通じて培ってきた栽培技術、知識及び経験を活用して、

新鮮で無農薬あるいは減農薬栽培によつて安全、安心できる野菜を一般の方に広く提供できるよう

にしたい。

また事業を通じて都市近郊農業の維持発展及び景観や環境の保全、地産地消型の実現に貢献してい

きたい。さらに会員相互の親睦と心身の健康維持を計り、高齢化対策の一助としたい

2 事業の実施に関する事項
▼   (1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 140 】千円 )

遊休状態の農地や

係わる情報収集、提

案する事業。

疋訳 に記載
された
事業名

事業内容 同時 場所
従事者
人数

受盃
対象者
範囲

受益
対象者
人数 群雰

無農薬または減農薬

で安全・安心な農産

物を生産する事業.

春夏作と秋冬作の 2期に分け、
年間を通して栽培。基本的に
農薬は不使用.
全員の共同作業とするが、品種
別に担当責任者を設ける。

通年

小 平 市
1丁 目近
辺
約 500 Πf

15人
活動の従
事者、
地域住民

年間
延ベ
1000人

140

新鮮野菜の地産地

消を推進する事業.

収穫物を近辺の人に路上販売。

近くの防間看饉ステーションなど

に持ち込み、販売。

通年 小平市内 15人 近隣
の住

民
年間延ベ
500人 0

市民農日も閉鎖傾向なの
で、農作業をしたい市民に、
自分たちの経験を発信する。

随時 小平市内 15人
農作業に
関心のあ
るフア々

年間延ベ

130人 0

労働力不足の農家を

応援する援農活動を

する事業.

種まきや植え付けなど一時
的に人手を要する時期を主
に、繋がりのある農家など
に、手伝いに出向くこと。

年間 3回 小平市内
12×
3回 近隣農家

年間延ベ
4軒 0

地域の住民に農業

を体験してもらい、

地域住民との交流を

図る事業。

初心者でも関わりやすい時
期を見計らつて、収穫体験
や、当法人の活動を知つても
らい、交流する。

午聞 2回
程度

小平市内 15人
活動の従
事者、
地域住民

1回あた
り10人 0



疋歌 に記載
された
事業名

同時事業内容 場所
従事者
人数
f軍暑
範囲

受益
対象者
人数
群雰

無農薬または減農薬

で安全・安心な農産

物を生産する事業.

春夏作と秋冬作の 2期に分け、
年間を通して栽培。基本的に
農薬は不使用.
全員の共同作業とするが、品種
別に担当責任者を設ける。

通年

小
１
辺
約

平
瑚
　
５００

市
近

ぽ

17人
活動の従
事者、
地域住民 1000人

年間
延ベ 200

新鮮野菜の地産地

消を推進する事業。

収穫物を近辺の人に路上販売。

近くの訪間看護ステーションなど

に持ち込み、販売。

通年 小平市内 17人 近隣
の住

民
年間延ベ

500人
ハ
Ｕ

市民農国も閉鎖傾向なの
で、農作業をしたい市民に、
自分たちの経験を発信する。

随時 小平市内 17人
農作業に
関心のあ
る方々

年間延ベ
180人

ハ
Ｕ

労働力不足の農家を

応援する援農活動を

する事業.
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‐期
家
と
。

な
時
農

］̈

け
る
る
Ｋ

付
す
あ
椰

え
要
の
釧

植
を
り‐
寸

や

，
手
が
乱

雄
は繋ヽ
酬

種
的
に
に

年間 3回 小平市内 12×3回 近隣農家
年間延ベ
4軒 ｎ

ｖ

地域の住民に農業

を体験してもらい、

地域住民との交流を

図る事業。

¨
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年間 2回
程度

小平市内 15人
活動の従
事者、
地域住民

1回あた
り15人

ｎ

〉

書式第 8号 (法第 10条・第 25条関係)

設立・定款変更用

令和 6年度 事 業 計 画 書

特定非営利活動法人 小平アグリクラブ
1 事業実施の方針
法人設立を機にこれまで行ってきた活動を通じて培ってきた栽培技術、知識及び経験を活用して、

新鮮で無農薬あるいは減農薬栽培によつて安全、安心できる野菜を一般の方に広く提供できるよう

にしたい。

また事業を通じて都市近郊農業の維持発展及び景観や環境の保全、地産地消型の実現に貢献してい

きたい。さらに会員相互の親睦と心身の健康維持を計り、高齢化対策の一助としたい。

2 事業の実施に関する事項
W  (1)特 定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 200 】千円 )

遊休状態の農地や

に

係わる情報収集、提

案する事業。



書式第 9号 (法第 10条・第25条関係)

令和5年 活動予算書 (その他事業が上ェL
特定非営利活動法人 小平アグリクラブ

・定款変更用

▼

V

単位 :円
金  額 小 計 ・ 合 計

正会員受取会費
賛助会員受取会費

225,000

受取寄附金
施設等受入評価益

受取補助金

無農薬または減農薬で安全・安心な農産物を生産する事業収益。
新鮮野菜の地産地消を推進する事業収益。
遊休状態の農地や耕作放棄地対策に係わる情報収集、提案する事業収益。
労働力不足の農家を応援する援農活動をする事業収益。

1 00, 000
0

0

受取利息

225,0〔XD

0

0

110,lXЮ

0

335.00(

1

常

(1)人件費
給料手当

0

(2)その他経費
農作物 (種・苗等)の仕入
耕作用 (肥料・薬品 。資材)

60,000
80,000

10,0∞

140,0(

(1)人件責
役員報酬
給料手当
退職給付費用
福利厚生費 5,000

5,1渕Ю

(2)その他経費
消耗品費
水道光熱費
通信運搬費
地代家賃
旅費交通費
減価償却費

3,000
5,000
4,000
100,000
3,000
0

115,000

120.α

用 200.

当 111 常 滅 輌 A B 75.0(

過年度損益修正益

災害損失

当  期 引臨| タ ‖  滅 C D ・ ・ ・ ②

′b.

70,000

)】 職 軍

聴 :暉  ]I翻
【D】 経 常

¬

「

~募~■
F¬



書式第 9号 (法第 10条・第 25条関係)

令和 6年度 活動予算書 (その他事業が上登場合)
特定非営利活動法人 小平アグリクラブ

・定款変更用

V

｀
ヽノ
・

単位 :円
金  輌 小 計 ・ 合 計

正会員受取会費
賛助会員受取会費

234,000

受取寄附金
施設等受入評価益

金

無農薬または減農薬で安全・安心な農産物を生産する事業収益。
新鮮野菜の地産地消を推進する事業収益。
遊休状態の農地や耕作放棄地対策に係わる情報収集、提案する事業収益。
労働力不足の農家を応援する援農活動をする事業収益。

150,

受取利息

234,000

0

0

1∞,000

0

394.α

給料手当

農作物 (種・苗等)の仕入
肥料・薬品・資材
機材

70,

80,

50,

000

役員報酬
給料手当

0
0

0
000

退職給付費用
福利厚生費 5,

消耗品費
水道光熱費

3,000
5,000
1,000
100,000
3,000
0

通信運搬費
地代家賃
旅費交通費
減価償却費

0

200,α�

200.《

5,000

112,αЮ

117.

317.

当 期 経 増 減 額 A B ① 77.(

過年度損益修正益

失災

期  経 外  口  壼 'D】  ・・・②
77_00〔

剛
剛

０
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